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画
象
石
墓
の
一

・
二
に
つ
い
て

一
画
象
石
再
利
用
の
六
朝
墓
一

杉

本

憲

司

　
　
　
は
　
じ
　
め
　
に

七
蕪
難
懸
轄
鋸
驚
航
麓
難
懸
噸
難
煙
熟
鋼
難
現
避
難
繍
酬

も
み
ら
れ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
画
象
石
を
並
倉
内
壁
に
か
ざ
る
も
の
は
ご
く
少
な
く
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
三
例
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

　
し
か
も
こ
れ
ら
の
画
謡
講
墓
を
適
正
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
画
象
石
の
墓
室
内
に
お
け
る
位
置
が
こ
と
な
り
、
正
常
な
位
置
に
お
か
れ

て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
鶴
・
そ
れ
で
・
報
告
者
も
す
で
に
・
れ
ら
の
墓
の
う
ち
、
三
審
南
陽
市
の
二
例
ξ
い
て
は
、
漢
引
写
象
石
の
再
利

用
で
は
な
い
か
と
注
意
し
て
い
・
が
、
山
東
省
奮
県
城
前
村
で
発
見
さ
れ
た
も
の
ξ
い
議
、
言
口
者
は
六
朝
時
代
窒
石
墓
と
し
て
い
。
。

し
か
し
・
こ
れ
に
は
疑
問
が
あ
り
、
す
で
に
そ
の
点
に
つ
い
て
は
簡
単
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
今
回
は
三
例
を
も
う
一
度
再
検
討
し
て
、
城

前
村
の
墓
も
漢
代
画
象
石
の
再
利
用
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
そ
の
こ
と
が
行
わ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
も
の
べ
て
み
た
い
。

資
料
　
と
　
そ
　
の
　
解
　
釈

こ
の
小
論
で
と
り
あ
げ
る
問
題
に
関
し
て
の
資
料
を
、
次
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
、
河
南
省
南
陽
市
東
関
外
、
南
陽
県
商
業
鳥
篭
地
内
晋
墓
〔
宛
東
M
1
号
墓
〕
（
第
1
図
）
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第1図　宛東M1号墓縦断面（『考古』1963年1期より）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
局
地
内
裏
庭
で
一
九
六
二
年
三
月
初
、
井
戸
を
掘
っ
た
時
に
墓
を
発
見
し
た
。
墓
室
天
井
石
ま
で
は
現

地
表
よ
り
二
．
一
米
あ
り
、
墓
墳
の
ま
わ
り
は
旧
耕
土
が
あ
り
、
漢
代
の
瓦
礫
な
ど
が
み
ら
れ
、
漢
代
文

化
層
を
う
ち
や
ぶ
っ
て
墓
墳
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
。
墓
室
は
南
向
き
（
一
五
五
度
）
に
つ
く

ら
れ
た
尊
石
併
用
墓
で
、
墓
道
は
未
発
掘
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
続
く
雨
道
（
長
さ
一
・
三
六
米
、
幅
一
●

六
米
、
高
一
．
七
四
米
）
と
墓
室
が
発
掘
調
査
さ
れ
た
。
甫
道
と
墓
室
の
間
に
は
墓
門
が
あ
り
、
こ
れ
は

両
側
に
石
柱
を
た
て
そ
の
上
に
門
楯
石
を
の
せ
、
そ
の
下
に
は
石
製
門
扉
が
二
板
た
て
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
石
柱
、
門
楯
石
、
石
門
は
画
象
が
浮
き
彫
り
さ
れ
た
画
象
石
で
あ
る
。
墓
室
は
長
方
形
（
長
三
・
一

米
、
幅
一
．
四
米
、
高
一
．
六
米
）
で
、
奥
壁
上
部
に
壁
箭
が
み
ら
れ
る
。
底
面
と
壁
面
は
小
形
埠
を
使

用
し
て
い
る
が
、
天
井
に
は
画
象
石
七
箇
が
横
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
墓
室
内
に
は
頭
を
入
口
の
方
に
む

け
て
二
遺
体
が
仰
身
で
葬
ら
れ
て
い
る
が
、
木
棺
な
ど
の
葬
具
は
す
べ
て
朽
ち
て
い
る
。
副
葬
品
は
棺
内

の
銅
替
一
と
五
鉄
銭
二
五
枚
（
後
漢
の
も
の
二
〇
枚
、
勢
輸
五
鉄
五
枚
）
と
、
棺
外
頭
部
に
並
べ
ら
れ
た

四
耳
青
磁
壷
（
二
形
式
）
二
、
青
磁
碗
五
、
四
耳
青
磁
罐
（
二
形
式
）
二
と
陶
躰
三
が
あ
る
。

　
画
象
石
は
す
べ
て
で
一
二
個
あ
り
、
ま
ず
墓
門
か
ら
み
て
い
く
と
、
石
柱
は
二
本
と
も
ほ
ぼ
大
き
さ
が

同
じ
で
、
と
も
に
戟
を
持
っ
た
門
吏
の
姿
が
え
が
か
れ
て
い
る
。
門
楯
石
は
両
面
に
画
が
あ
り
、
正
面
に

四
神
が
、
背
面
に
は
青
龍
が
み
ら
れ
る
。
石
門
の
両
扉
の
外
面
に
は
、
上
部
に
大
き
な
口
を
あ
け
首
を
上

げ
た
虎
が
、
下
部
に
は
鋪
首
の
街
環
が
あ
り
、
内
面
に
は
頭
に
高
く
ま
げ
を
ゆ
っ
て
目
を
い
か
ら
し
、
大

き
な
歯
を
む
き
だ
し
、
手
足
を
む
き
だ
し
に
し
た
武
士
が
え
が
か
れ
、
左
の
武
士
は
鉄
を
、
右
の
武
士
は

短
刀
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
門
に
あ
る
画
象
は
す
べ
て
墓
室
内
に
悪
鬼
が
は
い
る
こ
と
を
お
そ
れ
て
え

が
か
れ
た
墓
門
守
の
姿
で
あ
り
、
こ
れ
は
墓
室
装
飾
と
し
て
常
時
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
天
井
石
は
七
枚
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
七
枚
と
も
画
象
石
で
、
奥
壁
に
近
い
方
か
ら
順
に
み
て
い

く
と
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
1
、
画
象
全
体
が
い
た
ん
で
い
て
全
貌
は
不
明
で
あ
る
が
、
部
分
的
に

の
こ
っ
て
い
る
も
の
か
ら
み
て
星
宿
図
の
よ
う
で
あ
る
。
2
、
上
に
慢
幕
あ
り
そ
の
下
中
央
に
は
建
鼓
が



‘
た
て
ら
れ
、
こ
の
左
右
に
一
人
つ
つ
楽
人
が
い
て
舞
ふ
が
ご
と
く
し
て
鼓
を
う
つ
状
を
し
て
い
る
。
右
の
楽
人
の
後
方
に
少
し
小
さ
く
あ
ら
わ
さ

れ
た
楽
人
一
人
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
楽
器
は
不
明
で
あ
る
。
3
、
画
面
中
央
に
線
が
あ
り
、
そ
の
両
側
に
星
宿
と
雲
気
の
文
様
が
あ
る
。
4
、

画
面
は
二
つ
に
分
れ
、
右
に
は
陰
刻
で
月
が
き
ざ
ま
れ
、
月
の
外
に
一
羽
の
大
鳥
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
、
月
の
中
に
は
ま
た
陰
刻
で
一
匹
の
ひ
き

が
え
る
が
き
ざ
ま
れ
て
い
る
。
左
に
は
星
宿
と
雲
気
が
あ
り
、
そ
の
星
宿
の
間
に
は
兎
が
一
羽
い
る
。
5
、
画
面
は
上
下
両
面
に
分
れ
、
上
に
は

朱
雀
の
尾
が
、
下
に
は
青
龍
の
前
半
身
と
、
そ
の
前
に
星
宿
と
が
浮
き
ぼ
り
さ
れ
て
い
る
。
6
、
上
部
に
帷
慢
を
は
り
、
そ
の
下
右
の
方
に
一
人

が
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
坐
し
、
そ
の
右
に
は
な
に
か
台
上
に
の
っ
た
器
物
が
あ
る
。
左
に
は
二
人
の
戟
を
持
っ
て
侍
立
す
る
も
の
と
、
二
人
の
笏
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
き

と
り
て
腰
を
か
が
め
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
7
、
冠
を
か
ぶ
り
、
長
衣
を
着
た
一
人
の
送
迎
が
手
に
長
い
柄
の
筆
を
持
っ
て
た
つ
姿
が
あ
る
。

　
以
上
が
画
象
の
概
略
の
説
明
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
墓
の
年
代
は
い
つ
頃
に
あ
て
み
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
年
代
を
定
め
る
た
め
に
は
墓
の

形
式
、
副
葬
遺
物
、
画
象
石
な
ど
を
手
が
か
り
に
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
先
づ
第
一
に
副
葬
品
の
年
代
が
も
っ
と
も
大
き
な
手
が
か
り

を
与
え
て
く
れ
る
。
こ
の
墓
の
副
葬
品
で
も
っ
と
も
特
長
の
あ
る
の
は
四
耳
磁
壺
、
四
耳
磁
束
で
、
こ
れ
ら
は
晋
書
中
か
ら
多
く
出
土
す
る
も
の

で
あ
る
。
五
鉄
索
が
出
土
し
て
い
る
が
、
報
告
で
は
図
が
な
い
の
で
報
告
者
の
言
葉
を
信
用
す
る
し
か
な
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
後
漢
時
代
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

が
二
十
枚
と
勇
輸
五
鉄
が
五
枚
あ
る
と
さ
れ
、
こ
の
鼻
輪
五
鎌
は
漢
心
の
も
の
で
な
く
最
南
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
画
立
石
は
そ
の
画
題
、
造

型
技
術
の
面
か
ら
み
て
、
南
陽
の
漢
童
画
象
石
と
か
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
た
と
え
ば
石
門
右
側
の
外
面
に
あ
る
虎
と
鋪
首
の
画
は
南
陽
草
店
村

の
漢
墓
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
墓
門
守
、
四
神
な
ど
の
画
象
も
、
い
ま
ま
で
豊
代
南
陽
の
画
象
石
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
ほ
と
ん
ど
か
わ
ら
な
い
。

　
次
に
墓
の
形
式
と
そ
の
墓
の
中
に
お
け
る
画
象
石
の
位
置
で
あ
る
。
平
面
が
雨
道
と
一
皇
室
か
ら
な
る
形
式
は
呉
・
両
晋
に
か
け
て
長
江
流
域

に
多
く
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
時
代
が
後
漢
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
得
な
い
と
思
う
。
南
陽
の
漢
墓
で
墓
門
に
画
砂
石
を
有
す
る
形
式
は
、

普
通
、
墓
門
内
に
横
長
の
前
室
が
あ
り
、
そ
の
横
に
墓
室
な
い
し
は
誤
爆
が
つ
く
ら
れ
て
あ
る
。
画
象
石
の
位
置
に
つ
い
て
み
る
と
、
墓
門
に
あ

る
画
題
は
漢
代
の
そ
れ
と
同
じ
で
墓
門
守
の
姿
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
天
井
に
利
用
さ
れ
た
画
象
石
は
、
も
と
も
と
の
位
置
に
お
か
れ
た
画
題
と

は
無
関
係
で
、
本
来
は
天
井
部
に
お
く
べ
き
で
な
い
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る
。
普
通
、
天
井
部
に
み
ら
れ
る
画
象
は
太
陽
・
月
・
星
宿
、
雲
気
の

文
様
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
み
る
と
墓
斑
石
1
、
3
、
4
だ
け
が
そ
れ
に
あ
た
る
が
、
こ
れ
も
天
井
部
の
画
象
と
し
て
意
識
し
て
お
か
れ
た
も
の

で
な
い
。
他
の
画
象
石
は
門
柱
、
門
楯
石
な
ど
に
み
ら
れ
る
も
の
で
天
井
部
に
あ
る
の
が
不
自
然
な
も
の
で
あ
る
。
報
告
者
が
の
べ
て
い
る
よ
う

三
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第2図南陽許阿盟墓誌墓縦断面図

　　　　（r文物』1974年8期より）

れ
る
画
象
と
同
じ
で
あ
る
。
最
後
の
一

ら
れ
る
。
画
象
は
上
下
二
段
で
、
上
段
は
響
動
の
も
と
に
、

杯
が
み
え
る
。
こ
の
像
の
右
上
方
に
題
銘
が
あ
り
、

え
る
。
楊
前
に
は
三
人
の
子
供
が
遊
ぶ
状
に
み
え
、

が
如
き
状
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
画
象
の
中
心
人
物
で
あ
る
「
許
阿
盟
」
と
い
う
子
供
を
中
心
に
子
供
達
が
遊
ん
で
い
る
姿
で
あ
る
。
下
半

部
は
楽
に
の
っ
て
舞
い
、
軽
業
を
す
る
縁
で
あ
る
。
画
面
の
上
部
両
わ
き
に
は
偉
幕
が
み
え
、
左
端
の
人
は
盤
を
か
か
え
て
調
子
を
と
り
（
搏
鮒

か
）
、
そ
の
前
の
人
は
飛
丸
と
跳
剣
の
軽
業
を
行
い
、
次
の
人
は
袖
の
長
い
衣
を
着
て
七
盤
舞
を
ま
い
、
次
の
人
は
琴
を
弾
じ
、
次
の
人
は
篇
を

に
、
こ
れ
は
漢
代
の
画
盤
石
を
晋
代
の
人
が
墓
の
構
造
の
一
部
と
し
て
再
利
用
し
た
も
の
で
、
そ
の
際
に

墓
門
を
つ
く
る
時
に
は
前
時
代
の
墓
門
に
あ
っ
た
画
象
石
を
再
利
用
し
て
い
る
が
、
天
井
部
は
無
造
作
に

画
象
石
を
天
井
石
と
し
て
再
利
用
し
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。

2
、
河
南
省
南
陽
市
東
郊
・
李
相
公
荘
村
許
阿
盟
墓
誌
勤
（
第
2
図
）

　
一
九
七
三
年
三
月
、
南
陽
市
東
郊
、
約
五
百
米
の
李
相
公
荘
村
の
北
で
整
地
中
、
こ
の
墓
を
発
見
し
た
。

墓
は
現
地
表
面
下
三
轟
の
と
．
．
う
に
あ
り
、
平
面
は
三
五
度
方
向
に
つ
く
ら
れ
套
方
形
墓
室
（
一
一
．

三
米
×
○
・
八
五
米
）
で
、
四
壁
と
墓
底
は
小
型
傳
を
使
用
し
て
い
る
が
天
井
部
だ
け
は
石
材
を
使
用
し

て
い
る
。
こ
の
天
井
石
の
中
に
画
中
石
が
三
箇
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
墓
室
内
に
は
土
が
多
量
に
は
っ
て

お
り
、
葬
具
や
遺
骸
は
わ
か
ら
な
い
。
副
葬
品
に
は
泥
質
灰
陶
の
鉢
一
、
罐
三
、
銅
製
笄
二
、
銅
製
錫
一
、

五
鉄
蹄
一
、
定
平
一
百
銭
一
が
あ
っ
た
。
副
葬
明
器
の
躰
・
罐
は
時
期
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
定
平
一

百
銭
は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
三
国
時
代
の
も
の
と
さ
れ
、
洛
陽
市
丘
河
西
区
で
発
見
さ
れ

た
永
寧
二
（
三
〇
二
）
年
の
墓
誌
（
晋
尚
書
郎
王
地
傅
宣
故
命
婦
孫
世
蘭
の
女
）
が
出
土
し
た
墓
（
二
二

号
墓
）
か
ら
出
土
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
み
て
・
ほ
ぼ
こ
の
時
代
の
も
の
と
考
え
て
よ
晦
・

　
次
に
こ
の
墓
の
画
象
石
を
み
て
み
た
い
。
こ
れ
は
三
石
あ
り
、
そ
の
一
つ
は
門
扉
の
破
片
で
、
壁
心
の

一
部
が
み
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
　
一
つ
は
笏
を
持
っ
て
立
つ
門
吏
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
、
門
柱
に
み
ら

っ
は
横
長
の
画
象
石
（
長
一
一
二
糎
、
幅
七
〇
糎
、
厚
一
一
糎
）
で
左
端
に
銘
文
が
六
行
に
わ
た
り
刻
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
げ
ま
き

　
　
　
　
　
　
　
　
左
に
楊
上
に
坐
し
た
総
角
の
子
供
が
あ
り
、
そ
の
前
に
は
一
案
が
あ
り
、
案
上
に
耳

　
　
　
　
　
「
許
阿
盟
」
の
三
字
が
み
え
る
。
楊
後
に
は
一
人
の
侍
者
が
扇
を
持
っ
て
風
を
送
る
状
に
み

　
　
　
　
　
一
人
は
鳥
を
手
の
甲
に
の
せ
、
一
人
は
鳩
車
を
ひ
つ
ぽ
り
、
他
の
一
人
は
そ
れ
を
鞭
で
追
ふ



吹
い
て
い
る
。

　
左
端
の
墓
誌
状
銘
文
は
次
の
よ
う
に
刻
さ
れ
て
い
る
（
第
3
図
）
。

　
惟
漢
旧
居
、
号
政
三
年
、
三
月
戊
午
、
甲
寅
中
旬
、
痛
哉
可
哀
、
許
阿
雀
」
□
、
年
甫
五
歳
、
去
離
世
栄
、
遂
就
長
夜
、
不
忌
日
星
、
神
霊
独

　
処
、
適
帰
窃
」
冥
、
永
与
家
絶
、
豊
富
望
顔
、
謁
見
先
祖
、
念
子
営
営
、
三
増
伎
火
、
皆
往
」
弔
電
、
盟
不
識
之
、
席
書
東
西
、
久
乃
随
逐

　
（
逝
？
◇
、
当
時
復
遷
、
父
之
与
母
、
感
」
□
□
□
、
□
王
五
月
、
不
□
晩
甘
、
蔽
劣
痩
目
、
投
財
連
（
耕
）
篇
（
翻
）
、
翼
子
長
者
」
　
□
□

　
□
□
、
□
□
□
此
、
□
□
土
塵
、
立
起
□
婦
、
以
快
往
人
、

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
後
漢
の
霊
帝
の
時
の
漁
戸
三
（
一
七
〇
）
年
三
月
（
墓
誌
は
戊
午
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
は
丁
酉
で
あ
る
）
十
八
日
の
甲
寅

の
日
に
、
違
わ
ず
か
五
歳
で
死
亡
し
た
い
た
い
け
な
子
供
の
許
男
爵
に
対
す
る
追
悼
の
言
葉
で
、
墓
誌
と
し
て
の
形
式
を
す
べ
て
そ
な
え
て
は
い

な
い
が
、
子
供
の
こ
と
を
思
ふ
心
情
に
あ
ふ
れ
た
墓
銘
で
あ
る
。
画
象
に
見
え
る
子
供
に
「
許
事
終
」
な
る
銘
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
墓
銘

に
見
え
る
五
歳
で
死
亡
し
た
許
阿
盟
そ
の
も
の
の
姿
で
あ
る
。
墓
室
内
に
お
け
る
画
象
の
位
置
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
画
象
石
は
墓
の
主
人
公
を
示

す
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
で
、
墓
室
内
の
奥
壁
に
あ
る
の
が
普
通
だ
と
思
ふ
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
墓
で
は
他
の
画
象
石
と
と
も
に
天
井
石
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
て
、
本
来
の
位
置
と
は
全
く
こ
と
な
っ
て
い
る
。
画
耳
石
は
南
陽
の
後
漢
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
前
に
あ

第3図　許阿盟墓誌拓本

　（r文物』1974年8期より）
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げ
た
門
扉
、
門
柱
ら
し
き
も
の
を
含
め
て
、
こ
の
墓
に
使
用
さ
れ
た
画
象
石
は
、
漢
代

の
画
飯
石
墓
の
も
の
を
取
っ
て
再
利
用
し
た
も
の
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
3
　
山
東
省
蒼
山
県
元
嘉
元
年
画
象
石
墓
（
第
4
図
）

　
一
九
七
三
年
五
月
、
山
東
省
蒼
山
県
西
一
・
五
粁
に
あ
る
城
前
村
の
北
の
台
地
上
で

一
つ
の
画
景
石
墓
が
調
査
さ
れ
た
。
台
地
は
約
五
米
位
の
高
さ
で
面
積
が
六
六
〇
〇
平

方
米
あ
り
、
　
”
晒
米
城
”
と
通
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
台
地
上
に
は
周
・
漢
時
代
の
遺

物
が
散
布
し
て
い
る
が
、
墓
は
台
地
南
部
の
断
崖
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
墓
頂
は
現
地

表
面
よ
り
一
．
二
米
の
深
さ
に
あ
り
、
墓
室
の
ま
わ
り
に
は
土
が
つ
き
か
た
め
ら
れ
て

い
る
。
学
道
は
す
で
に
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
墓
門
は
ほ
ぼ
南
（
一
八
七
度
）
に
む
い

て
い
る
。

　
墓
室
は
六
〇
箇
の
石
灰
岩
か
ら
な
る
立
派
な
石
町
三
三
で
、
墓
門
、
前
室
、
前
室
の

横
に
つ
け
ら
れ
た
側
室
と
奥
に
つ
く
ら
れ
た
二
つ
の
棺
室
か
ら
な
り
、
全
体
は
長
方
形

に
ち
か
い
（
全
長
五
．
四
六
米
、
幅
二
・
九
四
米
、
高
二
・
四
八
米
）
。
　
墓
門
は
中
央

に
も
門
柱
が
た
っ
て
い
て
二
つ
に
分
れ
て
い
る
。
門
扉
は
門
外
に
た
て
ら
れ
た
石
板
に

よ
っ
て
代
ら
れ
、
門
柱
の
上
に
は
一
本
の
楯
石
が
の
っ
て
い
る
。
前
室
は
横
長
で
天
井

は
藻
井
形
式
で
、
も
っ
と
も
上
部
の
蓋
頂
に
は
円
形
文
が
中
央
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
前

室
の
西
側
に
は
側
室
が
っ
く
ら
れ
、
入
口
中
央
に
柱
が
あ
り
、
中
は
凹
形
に
な
り
、
上

下
二
層
に
な
っ
て
い
る
。
東
側
壁
の
中
央
の
石
は
外
側
か
ら
あ
て
ら
れ
て
い
て
、
内
側
か
ら
み
る
と
凹
形
に
な
っ
て
い
る
。
前
室
の
奥
に
あ
る
一

室
は
東
西
に
併
列
し
て
つ
く
ら
れ
る
。
隔
壁
の
中
部
に
は
二
つ
の
窓
状
の
穴
が
あ
り
、
も
っ
と
も
奥
の
と
こ
ろ
に
は
二
室
を
通
ず
る
過
道
が
あ
る
。

天
井
、
床
と
も
石
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

　
副
葬
品
は
盗
掘
に
あ
っ
て
い
る
の
で
、
完
全
で
な
く
、
そ
の
位
置
も
動
い
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
陶
磁
器
は
側
室
に
あ
っ
た
。
そ
の

う
ち
わ
け
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
青
磁
碗
二
、
青
磁
蓋
一
、
陶
碗
一
、
陶
盤
一
、
陶
掃
二
、
石
板
一
、
銅
鏡
（
位
至
三
公
鏡
）
一
、
銅
銭
九
（
五



鉄
銭
四
、
無
文
小
銭
五
）
、
鉄
棺
釘
三
で
あ
る
。

　
画
筆
石
と
題
記
に
つ
い
て
次
に
み
て
い
こ
う
。
画
置
石
は
一
〇
石
、
一
二
幅
あ
る
。
1
、
墓
門
の
楯
石
正
面
に
は
上
段
に
二
羽
の
兎
、
五
匹
の

龍
、
一
匹
の
虎
が
あ
り
、
下
段
に
は
車
馬
出
行
図
が
あ
る
画
象
が
あ
る
。
車
馬
は
右
に
む
か
っ
て
走
っ
て
い
く
状
を
し
て
い
て
、
右
端
に
は
盾
を

持
っ
て
頭
を
た
れ
て
車
馬
を
迎
え
る
状
の
一
人
が
立
つ
。
車
馬
の
先
頭
に
は
二
匹
の
導
吏
の
馬
が
あ
り
、
次
に
朝
霜
二
両
、
斧
車
一
両
あ
り
、
つ

い
で
従
騎
吏
の
馬
と
輻
車
一
両
が
続
く
。
2
、
墓
門
柱
の
外
か
ら
む
か
っ
て
右
柱
は
、
上
段
に
座
上
に
端
座
し
た
西
王
母
が
お
り
、
手
に
羽
状
の

も
の
を
持
つ
。
座
の
下
両
側
に
は
猿
と
狐
の
よ
う
な
動
物
が
み
え
る
。
下
に
は
二
人
の
羽
人
が
、
西
王
母
の
坐
す
山
に
の
ぼ
ろ
う
と
す
る
姿
が
あ

る
。
3
、
墓
門
中
央
柱
に
は
四
匹
の
龍
が
か
ら
ん
で
、
天
に
乗
る
よ
う
に
上
に
む
か
っ
て
い
る
。
4
、
墓
門
左
門
柱
の
画
象
は
三
段
に
分
れ
、
上

二
段
に
は
操
手
し
て
立
つ
門
吏
が
一
人
つ
つ
刻
さ
れ
、
腰
に
は
綬
が
さ
が
っ
て
い
る
状
が
見
え
る
。
下
段
に
は
坐
し
た
侍
女
が
み
、
兄
る
。
5
、
門

楯
石
内
側
の
画
象
は
上
下
二
段
に
分
れ
、
上
段
に
は
龍
二
、
虎
一
、
獣
身
鳥
首
の
異
二
一
、
魚
を
つ
い
ば
む
鶴
二
が
左
か
ら
右
に
刻
さ
れ
る
。
下

段
に
は
舞
楽
雑
技
の
図
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
左
の
三
人
は
坐
し
て
箭
、
笙
、
墳
を
奏
す
る
。
次
の
二
人
は
長
袖
を
ま
い
あ
げ
て
舞
ふ
女
、
次
の
二

人
は
雑
技
の
も
の
で
、
　
一
人
は
倒
立
し
て
口
で
壷
を
く
わ
え
、
も
う
一
人
は
飛
丸
の
技
を
す
る
。
右
に
は
経
衣
を
持
つ
者
二
人
、
鼓
を
前
に
置
く

者
一
人
、
手
を
胸
前
に
組
合
せ
る
者
二
人
の
女
侍
者
の
姿
が
あ
る
。
6
、
中
央
門
柱
内
側
に
は
、
上
に
む
い
て
進
む
虎
一
匹
が
大
き
く
刻
さ
れ
る
。

7
、
側
室
横
額
の
中
央
に
は
大
き
な
橋
が
あ
り
、
欄
粁
、
両
た
も
と
の
恒
心
が
み
ら
れ
る
。
橋
上
に
は
車
馬
行
列
の
姿
が
あ
り
、
左
、
橋
を
渡
っ

た
と
こ
ろ
に
は
二
騎
が
あ
り
、
上
部
の
一
騎
の
騎
西
は
ふ
り
か
え
っ
て
弩
を
射
よ
う
と
し
て
い
る
。
橋
上
を
い
ま
や
渡
り
き
ろ
う
と
し
て
い
る
二

騎
が
こ
れ
に
続
く
。
四
騎
に
先
導
さ
れ
た
三
台
の
輻
車
が
橋
の
中
央
か
ら
右
の
橋
の
た
も
と
ま
で
続
く
。
橋
の
下
の
中
央
に
は
大
き
な
舟
が
あ
り
、

前
後
に
舟
を
こ
ぐ
船
頭
が
一
人
つ
つ
お
り
、
舟
の
中
央
に
は
二
人
の
人
物
（
報
告
で
は
老
婦
人
と
し
て
い
る
）
が
座
し
て
い
る
。
舟
の
前
方
で
は
、

一
人
が
長
い
柄
の
つ
い
た
“
た
も
綱
”
を
ひ
っ
ぱ
り
、
後
方
で
は
一
人
が
“
う
け
”
で
、
も
う
一
人
が
素
手
で
魚
を
捕
ろ
う
と
し
て
い
る
。
8
、

前
室
側
壁
横
額
、
左
半
分
に
は
大
き
な
斗
棋
を
も
つ
門
が
あ
り
、
こ
の
大
門
の
横
に
小
門
が
附
け
ら
れ
て
い
る
。
大
門
の
扉
は
半
分
だ
け
開
か
れ
、

中
に
扇
を
持
つ
人
と
、
と
げ
の
あ
る
杖
を
持
つ
人
が
み
え
る
。
小
さ
い
門
も
半
分
が
開
か
れ
、
そ
こ
か
ら
子
供
の
よ
う
な
者
が
の
ぞ
い
て
い
る
。

門
扉
に
は
鋪
首
が
み
え
る
。
大
門
の
右
に
は
右
の
方
か
ら
進
ん
で
く
る
先
導
騎
一
と
輯
車
二
を
迎
え
る
人
が
盾
を
持
っ
て
腰
を
か
が
め
て
立
っ
て

い
る
。
斬
車
二
台
の
前
は
馬
が
駕
す
が
、
後
の
車
は
羊
が
駕
し
て
い
る
。
車
馬
列
の
上
に
は
鳥
首
の
み
え
る
雲
が
か
ら
ん
で
い
る
。
9
、
前
室
東

嶺
の
画
象
は
外
側
か
ら
あ
て
ら
れ
形
の
石
で
、
両
側
の
石
の
厚
さ
だ
け
奥
に
ひ
っ
こ
ん
で
い
る
。
画
面
は
上
下
三
段
に
分
け
ら
れ
、
上
段
に
は
龍

七

・



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

と
瓦
之
が
堅
い
対
す
図
が
あ
り
、
中
段
に
は
一
老
婦
が
机
を
前
に
し
て
坐
上
に
坐
し
、
三
人
の
惑
者
が
こ
の
婦
人
の
食
事
に
酒
僕
を
供
し
、
婦
人

の
後
に
い
る
男
は
環
帯
を
持
っ
て
立
っ
て
い
る
姿
に
え
が
か
れ
、
下
段
に
は
先
導
の
騎
馬
と
こ
れ
に
続
く
輔
車
一
両
が
み
え
る
。
後
に
も
騎
馬
の

顔
だ
け
が
の
ぞ
い
て
い
る
。
こ
の
画
象
石
は
報
告
者
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
墓
の
主
人
に
関
連
あ
る
画
象
の
中
で
も
も
っ
と
も
重
要
な
饗
宴

の
場
面
を
え
が
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
画
象
石
は
こ
の
墓
で
は
、
報
告
の
図
一
を
み
る
か
ぎ
り
で
は
横
た
お
し
の
形
で
は
め
こ

ま
れ
て
い
る
よ
う
で
、
若
し
そ
れ
が
真
実
で
あ
れ
ば
、
こ
の
画
要
石
は
本
来
の
位
置
に
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
即
ち
、
他
の
墓
の
画
象
石
を
再

利
用
し
た
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
も
良
く
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
第
6
図
）
。
1
0
、
前
室
北
中
央
の
柱
、
即
ち
、
二
主
室
の
中
央
の
柱
に
は

双
龍
が
三
ケ
所
で
結
び
あ
っ
た
図
が
あ
る
。
こ
れ
は
門
柱
に
見
え
る
画
象
と
同
じ
あ
る
。
1
1
、
西
下
室
天
井
の
画
象
含
は
、
虎
と
龍
が
相
対
し
て

た
た
か
う
姿
を
し
た
図
で
あ
る
。
1
2
、
主
室
塗
壁
の
画
象
石
は
、
す
で
に
破
壊
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
多
く
全
体
の
姿
は
不
明
で
あ
る
が
、
上
部
左
側

に
は
青
龍
、
白
虎
、
朱
雀
、
玄
武
の
四
神
図
が
あ
り
、
朱
雀
は
二
羽
、
玄
武
は
ま
だ
蛇
が
か
ら
ん
で
い
な
い
。
右
側
に
は
人
獣
が
相
斗
う
図
が
あ

り
、
下
部
に
は
壁
文
が
み
ら
れ
る
。

　
以
上
が
こ
の
墓
の
画
象
石
の
内
容
概
略
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
に
こ
の
墓
で
重
要
な
の
は
、
前
室
西
壁
、
即
ち
側
室
上
層
の
横
額
画
象
石
を
支

え
る
柱
の
二
面
に
題
記
が
一
五
貧
三
二
八
字
に
わ
た
り
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
概
略
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
稔
（
第
5
図
）
・

　
一
、
　
「
元
嘉
元
年
八
月
廿
四
日
、
立
郭
（
榔
）
畢
成
、
早
送
貴
親
、
魂
零
（
霊
）
有
知
、
栓
（
怜
）
哀
子
孫
、
治
生
興
政
、
寿
皆
万
年
」
と
あ

り
、
こ
の
墓
が
つ
く
ら
れ
た
年
月
日
が
み
ら
れ
る
。
二
、
　
「
薄
（
簿
）
疎
（
疏
）
郭
（
榔
）
中
、
滑
々
後
当
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
墓
の
画
象
石
を

見
た
こ
と
を
の
べ
、
以
下
に
そ
の
内
容
を
簡
単
に
い
う
。
三
、
「
朱
爵
（
雀
）
単
二
栗
杣
（
仙
）
人
、
膝
行
白
虎
後
鳳
皇
（
鳳
）
」
は
、
ど
の
画
象

の
こ
と
を
の
べ
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
1
2
の
四
神
図
か
も
知
れ
な
い
。
四
、
「
中
直
桂
、
隻
結
龍
、
主
守
中
露
辟
邪
飛
（
狭
）
」
は
、
1
0
の
墓
室

中
柱
の
臥
龍
図
で
あ
ろ
う
。
五
、
「
室
上
訴
、
五
亜
目
（
輿
）
、
使
女
蓬
蓬
駕
飛
魚
、
前
置
白
虎
青
龍
車
、
後
□
三
輪
雷
公
君
、
従
車
推
車
、
乎
裡

冤
厨
（
狐
狸
宛
雛
9
ウ
」
は
い
ま
見
ら
れ
る
画
象
に
は
な
い
。
六
、
「
上
衛
橋
、
尉
車
馬
、
前
耳
蝉
曹
後
脳
薄
（
簿
）
、
二
院
、
騎
佐
胡
使
（
使
）

弩
、
下
潮
流
水
多
尊
者
、
、
艇
身
刺
舟
渡
（
渡
）
諸
県
」
は
7
の
画
象
を
の
べ
る
も
の
で
、
先
導
の
三
騎
は
こ
の
題
記
で
は
功
曹
、
主
簿
、
亭
長
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
左
端
上
部
で
か
ぶ
り
も
の
が
先
導
の
二
者
と
こ
と
な
る
者
が
馬
上
か
ら
ふ
り
か
え
り
車
馬
列
に
弩
を
射
よ
う
と
す
る
が
、
こ

れ
は
題
記
で
は
胡
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
七
、
　
「
使
坐
上
、
小
車
麟
、
駆
馳
相
随
到
都
亭
、
游
微
候
見
回
自
便
、
後
有
羊
車
幅
（
像
）
其
麟
、
上

覧
聖
野
乗
浮
雲
」
は
8
の
画
象
に
つ
い
て
の
べ
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
門
は
都
亭
の
役
所
の
も
の
で
、
そ
の
前
で
頭
を
下
げ
、
車
馬
を
迎
え
る
の
は

9



九

第5図　山東蒼山元嘉元年画象石解題記拓本（r考古』1975年2期より）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

游
激
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
八
、
「
其
中
書
、
橡
（
像
）
野
江
、
．
玉
女
携
尊
杯
案
頭
（
盤
）
、
局
沐
櫓
杭
好
弱
冠
」
は
読
み
づ
ら
い
文
字
が
多
い
が
・

こ
れ
は
9
の
中
段
に
見
え
る
饗
宴
図
を
の
べ
た
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
九
、
　
「
堂
盛
場
、
君
出
游
、
車
馬
道
（
導
）
従
順
吏
留
、
都
督
在
前
後
一

曹
、
上
有
虎
浮
歩
一
圃
一
来
、
巨
鳥
共
一
団
至
銭
財
」
は
一
の
画
象
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。
一
〇
、
　
「
「
其
映
内
、
有
侶
家
、
生
（
笙
）
汗
（
竿
）
唱

和
此
（
借
）
吹
盧
（
盧
）
、
龍
爵
（
雀
）
除
央
（
映
）
縞
（
鶴
）
囑
（
啄
）
魚
」
は
5
の
画
象
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。
＝
、
「
堂
歪
柱
、
中
□

□
龍
乾
臨
詳
（
祥
）
、
左
有
玉
三
聖
抽
（
仙
）
人
、
粒
食
口
□
請
丞
卿
、
新
婦
主
待
（
侍
）
給
水
将
（
漿
）
」
は
、
2
、
3
、
4
の
墓
門
正
面
に
見

え
る
柱
三
本
の
画
家
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。
一
二
、
　
「
堂
日
量
、
好
中
氏
某
□
□
色
、
旨
旨
肝
試
当
飲
食
、
就
学
（
太
）
倉
、
飲
江
海
、
学
者

高
弟
宜
印
綬
、
治
生
日
進
銭
万
倍
、
長
就
幽
莫
（
冥
）
則
決
絶
、
金
轡
（
墳
）
之
後
不
馴
発
」
は
死
者
、
こ
の
墓
の
主
人
が
冥
府
に
お
い
て
充
分

に
食
に
就
き
、
出
世
し
て
印
綬
を
お
び
る
よ
う
な
身
分
に
な
る
こ
と
を
疇
り
、
ま
た
こ
の
墓
が
二
度
と
開
か
れ
な
い
こ
と
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
、
こ
の
墓
の
概
要
で
あ
る
が
、
次
に
こ
の
墓
の
年
代
を
い
か
に
考
え
る
か
の
問
題
が
あ
る
。
報
告
者
は
五
点
か
ら
こ
の
問
題
に
つ
い
て

論
じ
、
書
影
に
墓
の
平
票
、
後
漢
時
代
末
期
の
鵯
の
壁
禦
（
三
叢
康
暦
廠
第
二
号
墓
）
と
似
て
い
・
・
⑳
・
た
遼
割
烹
村

の
西
町
壁
画
墓
の
つ
く
り
方
と
よ
く
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
形
式
の
墓
が
後
漢
時
代
以
後
、
西
晋
、
南
北
朝
初
期
に
流
行
し
た
も
の
と
す
る
。

第
二
に
出
土
遺
物
鴫
難
の
形
式
に
つ
い
て
論
じ
、
主
目
黒
碗
、
常
盤
は
南
京
附
近
の
裏
・
墓
か
ら
出
土
す
る
も
の
と
近
く
、
と
く
に
方
形
の
陶

禰
は
西
晋
の
周
処
墓
な
ど
か
ら
出
土
す
る
ご
と
く
、
三
代
以
後
の
も
の
と
し
、
ま
た
位
至
三
公
鏡
も
魏
晋
時
代
の
も
の
だ
と
し
て
、
副
葬
遺
物
の

面
で
こ
の
墓
を
西
晋
以
後
の
東
晋
、
南
朝
に
あ
た
る
と
す
る
。
第
三
に
題
記
中
に
見
え
る
”
都
督
”
の
官
名
は
羅
拝
以
後
の
も
の
だ
と
す
る
。
ま

た
字
の
馨
体
は
洛
陽
些
事
元
康
九
三
九
九
）
年
の
銘
が
あ
る
悪
運
誌
の
も
の
に
近
い
と
ゆ
皿
・
以
後
の
字
体
と
す
る
・
鵠
に
画
象
石

の
彫
刻
技
法
、
題
材
は
後
漢
時
代
の
も
の
に
類
似
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
進
歩
が
あ
り
と
み
る
。
画
題
で
も
と
く
に
羊
車
が
『
軍
書
』
輿
書
志
、

『
郵
書
』
礼
志
に
み
え
る
と
こ
ろ
が
ら
、
東
晋
以
後
に
生
れ
た
車
で
、
中
．
下
流
官
僚
が
乗
る
も
の
だ
と
す
る
。
第
五
に
地
理
上
か
ら
み
て
蒼
山

県
は
山
東
南
部
に
あ
り
、
『
皆
掛
』
賊
勢
志
の
記
事
か
ら
、
阿
武
帝
の
永
初
元
（
四
二
〇
）
年
か
ら
明
帝
の
泰
始
元
（
四
六
五
）
年
ま
で
は
宋
の

版
図
内
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
刊
記
に
見
、
見
る
元
嘉
元
年
を
宋
の
文
里
美
義
の
時
の
年
号
で
西
暦
四
二
四
年
に
あ
た
り
、
こ
の
墓
の
建
造
、

画
象
石
の
製
造
も
こ
の
時
に
な
る
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

．
、
の
墾
。
者
の
観
解
に
つ
い
て
私
は
す
で
に
簡
単
に
そ
の
非
を
の
べ
奈
、
更
叢
近
、
方
鵬
釣
．
張
潔
の
両
氏
が
連
名
の
論
文
で
詳
細
に

反
論
を
試
み
て
い
る
。
両
氏
の
見
解
は
題
記
が
何
時
の
作
で
あ
る
か
を
先
つ
の
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
聖
運
中
の
単
文
か
ら
の
分
折
で
、
一
の
序
言



は
四
字
句
、
他
は
三
字
句
と
七
字
句
の
混
合
で
、
四
字
句
で
は
一
句
と
び
に
韻
を
ふ
み
、
七
字
句
で
は
警
句
が
韻
を
ふ
み
、
三
字
句
が
二
つ
続
く

時
は
必
ず
第
二
句
の
華
字
が
韻
を
ふ
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
音
韻
の
面
か
ら
こ
の
文
の
成
立
時
期
を
推
測
し
て
い
る
。
調
査
し
た
の
は
麻
韻
字
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

豪
韻
字
、
庚
韻
字
、
真
部
・
文
部
・
学
部
の
境
界
の
問
題
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
結
論
だ
け
を
あ
げ
る
と
、
す
べ
て
両
漢
時
代
の
押
韻
の
特
色
を
持

っ
て
お
り
、
特
に
、
麻
韻
が
ま
だ
魚
串
と
分
れ
て
い
な
い
点
、
豪
彊
が
ま
だ
鋸
草
と
分
れ
て
い
な
い
点
、
庚
韻
が
ま
だ
陽
韻
と
分
れ
て
い
な
い
点

は
明
き
ら
か
に
漢
代
で
も
後
葉
末
ま
で
も
降
ら
な
い
特
色
で
、
決
し
て
西
桜
以
後
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
す
る
。
第
二
に
字
体
・
文
句
に

つ
い
て
も
特
色
あ
る
一
〇
の
そ
れ
に
つ
い
て
分
析
し
て
、
そ
れ
ら
を
西
暦
一
〇
〇
年
代
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
第
三
に
、
報
告
者
が
幾
代
の
文

物
伝
統
が
継
承
さ
れ
て
い
る
点
を
軽
視
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、
題
記
の
ス
タ
イ
ル
も
す
で
に
建
寧
三
（
一
七
〇
）
年
の
許
阿
雀
墓
誌
に
そ
の

特
色
を
見
出
し
得
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
画
象
石
製
作
を
雪
雲
以
後
の
も
の
と
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
、
画
築
石
は
後
漢
時
代
の
遠
野
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
か
で
の
産
物
で
、
魏
晋
時
代
以
後
の
薄
葬
令
下
の
も
の
で
な
い
と
す
る
。
画
題
中
に
見
え
る
羊
雲
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
『
釈
名
』
釈
車
に
み

え
る
こ
と
か
ら
漢
代
に
あ
っ
た
と
す
る
。

　
題
森
中
に
見
え
る
官
名
で
都
督
が
、
魏
晋
時
代
以
後
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
も
の
だ
と
報
告
者
が
の
べ
て
い
る
の
に
つ
い
て
は
、
次
の
如
く
反
論

し
て
い
る
。
即
ち
、
三
代
の
文
献
の
中
に
都
督
な
る
官
名
は
見
え
な
い
が
、
後
漢
の
建
和
二
（
一
四
八
）
年
に
比
定
さ
れ
る
陳
西
省
褒
城
石
門
摩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

崖
石
刻
の
漢
司
隷
校
尉
楊
孟
文
石
門
銘
中
に
「
都
督
橡
」
な
る
官
名
が
み
え
る
こ
と
を
あ
げ
、
漢
江
の
郡
守
の
属
官
で
随
時
に
設
け
ら
れ
た
も
の

で
、
多
見
さ
れ
な
い
が
都
督
と
い
う
官
名
が
後
漢
時
代
に
あ
っ
た
と
す
る
。

　
以
上
の
点
か
ら
こ
の
画
象
石
と
題
記
を
後
漢
時
代
の
も
の
と
し
て
、
副
葬
品
と
の
関
係
を
一
つ
は
、
位
至
三
公
鏡
、
青
磁
器
、
陶
福
が
す
で
に

後
漢
時
代
末
に
も
み
ら
れ
る
の
で
同
時
代
の
も
の
と
す
る
。
他
の
考
え
方
は
、
画
輝
石
、
題
記
は
後
漢
時
代
の
も
の
で
、
副
葬
品
は
魏
晋
時
代
に

お
い
て
主
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
魏
晋
時
代
の
人
が
後
漢
時
代
の
墓
を
利
用
し
て
も
う
一
度
、
埋
葬
を
し
た
か
、
あ
る
い
は

後
漢
時
代
の
墓
を
一
度
こ
わ
し
、
そ
の
石
を
利
用
し
て
新
し
く
墓
を
つ
く
っ
て
葬
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
と
し
た
。
と
く
に
叢
記
に
見
え
る
画

題
を
刻
し
た
画
象
石
が
二
・
三
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
後
者
の
考
え
方
を
と
り
た
い
と
著
者
の
両
人
は
の
べ
て
い
る
。

　
後
漢
時
代
の
画
象
石
墓
の
石
材
で
あ
る
画
象
石
を
、
も
う
一
度
雷
管
石
材
と
し
て
利
用
し
て
墓
室
を
築
造
し
た
と
思
わ
れ
る
明
確
な
例
は
以
上

の
三
例
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
以
外
に
も
ま
だ
こ
の
よ
う
な
例
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
次
の
章
で
こ
れ
ら
の
墓
に
つ
い
て
私
が

考
え
て
い
る
こ
と
を
簡
単
に
の
べ
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝



＝
一

お
　
わ
　
り
　
に

　
紹
介
し
た
三
例
は
い
ま
ま
で
に
覇
気
画
象
石
墓
が
数
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
地
方
に
あ
る
も
の
で
、
こ
の
こ
と
は
書
室
を
築
造
す
る
の
に
石
材

を
利
用
す
る
方
法
が
漢
代
以
来
も
慣
習
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
、
」
と
際
し
て
い
・
．
・
．
・
の
発
見
さ
れ
た
河
南
省
虜
に
は
、
董
を
す
べ

て
石
材
で
築
造
し
、
画
重
石
で
か
ざ
る
形
式
が
礪
時
代
初
期
に
み
ら
れ
、
石
門
だ
け
に
罐
石
を
利
用
し
、
他
縁
で
築
造
す
る
も
の
は
少
し

時
代
が
お
く
れ
た
二
世
紀
前
半
頃
の
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
墓
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
画
象
石
の
位
置
は
、
本
来
の
目
的
に
合
致
す
る
よ
う
に
、
門
に
は
門
守
像
が
あ
り
、
門
扉
に
は
鋪
首

と
門
守
の
か
わ
り
を
す
る
動
物
な
ど
の
像
が
み
え
、
門
楯
に
は
瑞
獣
な
ど
を
え
が
く
。
前
室
壁
、
蟻
壁
に
は
墓
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
主
に
宴
楽

図
な
ど
、
墓
主
人
の
生
前
の
生
活
を
示
す
場
面
を
え
が
い
た
も
の
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
資
料
1
は
す
で
に
指
摘
し
た
ご
と
く
、
本
来
の
あ
る
べ

き
位
置
に
あ
る
門
柱
上
の
門
守
図
、
門
浮
石
の
四
神
図
な
ど
、
石
門
扉
の
動
物
と
至
適
の
画
な
ど
は
良
い
が
、
天
井
石
は
本
来
の
天
井
の
画
象
と

思
わ
れ
る
日
月
星
宿
の
図
も
あ
る
が
、
そ
れ
も
整
然
と
お
か
れ
た
も
の
で
な
く
、
さ
ら
に
宴
楽
図
、
四
神
図
、
門
守
図
に
い
た
っ
て
は
、
全
く
本

来
の
位
置
と
は
異
な
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
く
と
、
こ
の
墓
は
門
は
も
と
の
墓
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
が
、
天
井
石
に
つ
い

て
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
画
三
石
を
無
造
作
に
な
ら
べ
て
再
利
用
を
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
2
、
は
天
井
石
に
画
象
石
を
使
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
鋪
首
が
み
え
る
門
扉
の
石
と
、
門
守
の
み
え
る
門
柱
石
と
、
そ
う
し
て
墓
主
人
の
生

前
の
生
活
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
、
墓
の
画
象
石
の
中
で
も
っ
と
も
重
要
な
い
わ
ゆ
る
宴
楽
図
の
み
え
る
石
で
、
前
述
し
た
如
く
こ
れ
ら
は
も
と
の

位
置
に
あ
っ
た
も
の
で
な
く
、
こ
の
墓
室
を
つ
く
る
時
に
、
前
代
の
墓
を
こ
わ
し
て
そ
の
石
を
石
材
と
し
て
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
3
、
は
墓
の
構
造
か
ら
み
て
一
、
2
の
如
く
全
く
新
し
い
墓
室
を
つ
く
る
た
め
に
前
代
の
産
室
を
こ
わ
し
て
、
そ
の
石
を
利
用
し
た
と
い
う
明

き
ら
か
な
郊
野
が
な
い
位
に
と
と
の
っ
て
い
る
。
画
缶
石
も
ほ
ぼ
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
お
か
れ
て
い
る
。
即
ち
、
墓
門
に
見
え
る
門
守
図
、
瑞
象

図
、
車
馬
出
行
図
な
ど
が
あ
り
、
前
室
の
画
象
に
も
車
馬
出
行
図
、
四
神
図
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
こ
の
墓
で
前
代
の
石
材
を
利
用
し
て
つ

く
ら
れ
た
と
は
考
、
兄
ら
れ
な
い
が
、
前
室
影
壁
の
こ
の
墓
の
画
象
石
の
中
で
も
っ
と
重
要
な
墓
主
人
の
饗
宴
の
場
面
を
え
が
い
た
石
が
、
横
に
た

お
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
第
6
図
）
。
こ
の
事
は
こ
の
墓
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
で
、
私
は
他
の
画
象
石
が
そ
の
と
こ
ろ
を
得
て
い
る
の
に
く
ら

べ
て
、
も
っ
と
も
重
要
な
画
景
石
が
横
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
墓
を
構
築
し
た
人
が
、
こ
の
画
象
石
の
意
義
を
す
で
に
忘
れ
て
い
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第6図　山東蒼山元嘉元年画象石墓前丁丁壁図（報告より筆者作図）

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ

の
墓
は
前
代
の
墓
を
こ
わ
し
た
か
、
あ
る
い
は
一
部
は
そ
の

ま
ま
使
用
し
な
が
ら
、
も
う
一
度
つ
く
り
な
ほ
し
て
、
新
し

い
墓
主
人
の
安
住
の
地
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
前
述
の
方
・
張
両
氏
の
見
解
と
相
ま
っ
て
画
象
石
再
利
用

の
後
代
の
墓
と
す
る
こ
と
が
不
自
然
で
な
い
と
思
う
。

　
以
上
の
様
に
、
画
象
石
を
再
利
用
し
て
後
代
の
墓
が
つ
く

ら
れ
る
こ
と
は
、
画
象
石
の
位
置
、
置
き
方
に
よ
っ
て
う
か

が
え
る
が
、
画
象
の
な
い
石
を
再
利
用
し
て
つ
く
ら
れ
た
墓

に
◎
い
て
は
、
そ
の
こ
と
は
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
様
な
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
石
材
を
つ
か
っ
て
墓

室
を
つ
く
る
地
方
に
数
多
く
あ
っ
た
と
思
う
。
す
で
に
長
廣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

敏
雄
氏
に
よ
っ
て
の
べ
ら
れ
た
如
く
、
漢
代
の
画
象
石
墓
が

つ
く
ら
れ
て
か
ら
わ
ず
か
百
年
も
た
つ
か
た
た
な
い
か
の
晋

時
代
に
、
す
で
に
破
壊
さ
れ
て
、
そ
う
し
て
画
象
石
の
持
っ

て
い
る
意
義
が
忘
れ
さ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
単
に
長
多
子

の
指
摘
の
よ
う
な
、
美
術
的
意
欲
の
変
化
、
画
象
石
墓
を
建

造
す
る
た
め
の
経
済
的
裏
付
け
が
後
漢
ほ
ど
確
保
さ
れ
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
や
は
り
後
漢
時
代
か
ら
晋

・
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
の
人
々
の
墓
葬
儀
礼
に
対
す
る
考

え
方
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
墓

葬
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
魏
の
文
帝
の
薄
葬
思
想
に
み
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

る
よ
う
な
も
の
が
あ
る
が
、
や
は
り
根
本
的
に
は
、
家
族
生
活
を
中
心
と
し
た
郷
村
社
会
が
後
漢
時
代
末
期
の
混
乱
の
中
で
解
体
し
、
そ
れ
に
と

も
な
っ
て
、
そ
の
社
会
を
支
え
て
い
た
郷
村
の
道
徳
的
秩
序
、
即
ち
儒
教
の
礼
教
主
義
に
も
変
化
が
あ
ら
わ
れ
、
も
は
や
儒
教
順
礼
教
主
義
に
と

ら
わ
れ
な
い
新
し
い
傾
向
が
生
れ
て
来
た
こ
と
が
、
も
っ
と
も
大
き
な
原
因
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
新
し
い
傾
向
の
ベ
ー
ス

と
な
っ
た
の
は
老
荘
思
想
で
あ
る
。

　
画
象
石
を
再
利
用
し
た
六
朝
墓
の
例
を
あ
げ
て
、
墓
葬
儀
礼
の
変
化
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
他
多
く
の
面
か
ら
今
後
は
漢
と
そ
れ
以
後
の
墓
葬

に
つ
い
て
の
変
り
方
も
考
え
て
い
き
た
い
。

⑯⑮⑭⑬⑫⑪⑩⑨⑧⑦⑥⑤④③②①註
南
京
博
物
院
．
南
京
市
文
物
保
管
委
員
会
「
南
京
西
盛
橋
南
朝
墓
及
割
興
刻
壁
画
」
　
『
文
物
』
一
九
六
〇
年
八
・
九
期
合
刊

南
京
博
物
院
「
江
蘇
丹
陽
胡
橋
・
建
山
両
座
南
朝
墓
」
　
『
文
物
』
一
九
八
○
年
二
期

杉
本
憲
司
「
町
代
の
墓
室
装
飾
に
つ
い
て
の
一
試
論
」
　
『
橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集
　
創
立
三
十
五
周
年
記
念
』
　
吉
川
弘
文
館
刊

杉
本
憲
司
「
三
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
と
太
平
洋
地
域
－
中
国
一
」
『
三
世
紀
の
考
古
学
』
上
巻
　
学
生
社
刊
　
昭
和
五
五
年

河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
．
南
陽
市
文
物
管
理
委
員
会
「
河
南
南
陽
東
関
晋
墓
」
　
『
考
古
』
一
九
六
三
年
一
期

注
慶
正
「
十
五
年
以
来
古
代
貨
幣
資
料
的
発
現
和
研
究
中
的
若
干
問
題
」
　
『
文
物
』
一
九
六
五
年
一
期

長
廣
敏
雄
『
南
陽
の
画
象
石
』
　
美
術
出
版
社
刊
　
昭
和
四
四
年

南
陽
市
博
物
館
「
南
陽
発
現
東
漢
許
阿
輩
墓
志
画
象
石
」
　
『
文
物
』
一
九
七
四
年
八
期

報
告
中
の
図
よ
り
復
原
し
た
。
，

河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
第
二
隊
「
洛
陽
晋
墓
的
発
掘
」
　
『
考
古
学
報
』
一
九
五
七
年
一
期

山
東
省
博
物
館
．
蒼
山
県
文
化
館
「
山
東
蒼
山
元
嘉
元
年
画
象
石
墓
」
　
『
考
古
』
一
九
七
五
年
二
期

以
下
の
題
記
は
報
告
と
註
⑱
の
論
文
と
を
総
合
し
て
、
拓
本
に
も
と
づ
い
て
釈
し
た
。

東
北
博
物
館
「
遼
陽
三
道
壕
両
座
壁
画
墓
的
病
理
工
作
簡
報
」
　
『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
五
年
一
二
期

李
慶
発
「
遼
陽
上
王
家
村
晋
代
壁
画
墓
清
理
簡
報
」
　
『
文
物
』
一
九
五
九
年
七
期

南
京
博
物
院
（
羅
宗
真
）
　
「
江
蘇
宜
紅
茸
墓
発
掘
報
告
一
点
論
出
土
的
青
龍
器
」
　
『
考
古
学
報
』
一
九
五
七
年
四
期

註
⑩

昭
和
五
〇
年



⑰
　
註
④

⑱
方
鵬
鉤
・
張
動
瞭
「
山
東
蒼
山
元
嘉
元
年
画
象
石
窟
記
的
時
代
和
有
職
問
題
的
討
論
」
『
考
古
』
一
九
八
○
年
三
期

⑲
こ
れ
ら
の
音
韻
は
『
広
韻
』
の
韻
目
で
あ
る
。

⑳
羊
車
に
つ
い
て
は
す
で
に
漢
代
に
あ
る
ら
し
い
こ
と
は
、
林
巳
奈
夫
編
『
漢
代
の
文
物
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
刊
昭
和
五
一
年
に
も
み
ら
れ
る
が
、

　
『
太
平
御
覧
』
下
塵
七
五
　
車
二
四
に
引
用
さ
れ
た
『
釈
名
』
で
は
「
羊
車
、
誉
詞
所
呼
名
車
也
」
と
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
羊
が
駕
し
た
車
が
後
漢
時
代
に
あ

　
つ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

⑳
陳
西
省
考
古
研
究
所
「
褒
斜
道
石
門
附
近
桟
道
遺
跡
及
題
意
的
調
査
」
『
文
物
』
一
九
六
四
年
＝
期

⑳
河
南
省
文
物
工
作
隊
「
南
陽
楊
官
寺
漢
代
画
舗
石
墓
発
掘
報
告
」
『
考
古
学
報
』
一
九
六
三
年
一
期

　
　
河
南
省
文
物
工
作
隊
「
南
陽
漢
代
石
刻
墓
」
　
『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
八
年
一
〇
期

⑭
　
註
⑦

＼

、
螺

一
五


